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市
独
自
の
施
策
で
利
用
し

介
護
保
険
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
て
1
年
が
た

ち
ま
し
た
。
市
で
は
、
皆
さ
ん
が
介
護
保
険
を
利
用
し

や
す
く
す
る
た
め
、
全
国
共
通
の
制
度
に
加
え
て
、
市

独
自
の
施
策
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

市
の
介
護
保
険
の
現
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年

A 可

デイサービスでのひとこま (くおん苑デイサービスセンターにて)

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

は
約
1
5
0
0
人

我
孫
子
市
で
は
、
昨
年
の
制
度
開

始
以
来
、
大
き
な
悦
乱
は
な
く
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、

1
8

5
7
人
が
介
諮
認

定
を
受
け

(
表
1
参
照
て

そ
の
う

ち
入
院
中
の
方
や
家
族
介
護
の
方
な

ど
約
3
5
0
人
を
除
き
、
約
1
5
0

0
人
が
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て

い
ま
す
。

花
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
川
状
況
は
、

当
初
の
見
込
み
の
9
川
町
何
度
で
す
。

制
度
開
始
前
と
比
べ
る
と
、
全
体
と

し
て
は
附
加
し
て
い
ま
す
が

(
表
3

参
照
)
、

介
護
保
険
に
よ
り
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
叫
が
拡
大
さ
れ
、
供

給
に
余
裕
の
あ
る
サ
ー
ビ
ス
も
見
ら

れ
ま
す
。

一
方
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
は
利
刷
希

望
在
が
多
く
、
特
に
介
波
老
人
制
祉

施
設

(特
別
控
護
老
人
ホ
l
ム
)
は

待
機
者
が
あ
り
、
す
ぐ
に
は
利
川
で

T
e
G
a
マ
ッ
フ
を
邸
布

手
賀
沼
や
周
辺
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か

我
孫
子
市

・
柏
市

・
沼
市
町
で

は
、
「
手
幻
沼
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
連
帥
別
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の

一
つ
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
手

賀
沼
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

ア

ガ

「
T
e
G
a
マ
ッ
プ」

(
A
4
縦

2

分
の
l
サ
イ
ズ

・
川町
ペ
l
ジ
)
を

5

H

川
町
刊
か
ら
配
布
し
て
い
ま
す
。

眺
ω4ポ
イ
ン
ト
H

引叶一
紀
手
白
川
山

人
以
げ
や
、
問
問
辺
の
史
跡
な
ど
を

訓
ね
る
6
つ
の
H

山人跡

・
名
勝
巡
り

コ
!
ス
H

を
、
地
凶
と
り
山
(
で
川
町
介
。

マ
ッ
プ
を
持
参
す
る
と
、

μ
の

博
物
館
の
入
館
料
が
無
料
に
な
り

ま
す
。
(
1
回
に
限
り
5
人
ま
で
)

マ
ッ
プ
を
手
に
、
沼
と
周
辺
の

魅
-Mを
再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
ッ
プ
配
布
場
所

市
役
所
市
民

ホ
l
ル、
D

什
支
所

・
行
政
辿
絡
所
、

公
民
館
、
市
民
会
館
、
市
民
プ
ラ

ザ
、
近
隣
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
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き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
現
在
あ
る
介
護
老
人

制
社
胞
設
の
刑
床
、
さ
ら
に
、
市
の

西
部
地
域
へ
の
新
設
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

な
お
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
支
出
し

た
金
額
は
、
表
2
の
と
お
り
で
す
。

独
自

の
施
策
で

利

用

し
や

す
く

介
准
保
険
を
利
川
し
や
す
く
す
る

た
め
、
市
で
は
独
自
に
次
の
よ
う
な

持
ヂ
乞
行
っ
て
い
ま
す
。

。
痴
ほ
う
性
向
的
お
の
介
護
認
定
に

お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
よ
る

一

次
判
定
で
は
介
護
度
が
低
く
出
る
傾

向
が
あ
り
、
市
の
認
定
審
流
会
で
は

H

痴
ほ
う
性
山
齢
者
の
辞
査
指
針
H

を
設
け
、
帯
究
会
委
只
に
よ
る
二
次

判
定
で
是
正
し
て
い
ま
す
。

。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
限
度
額
を

超
え
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
必
裂

が
あ
る
場
合
、

同
の
制
度
で
は
全
額

門
己
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
市
で
は

独

nに
組
過
部
分
の
2
分
の
l
を
助

成
し
ま
す
。
(
却
%
担
過
ま
で
)

。
住
宅
改
修
と
稲
祉
川
凡
(
附
人
は
、

同
の
制
度
で
は
利
川
者
が
い
っ
た
ん

金
額
を
立
て
特
え
払
い
し
、
後
に
9

訓
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
市
で
は

一
時
的
な
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
は
じ
め
か
ら
i
割
負

担
で
す
む
よ
う
に
し
ま
し
た
。

。
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
未
利

m分
を
短

期
入
所
サ
ー
ビ
ス
に
慌
り
伴
え
る
際
、

川
の
制
度
で
は
賀
川
を
全
知
立
て
伴

え
払
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

山
で
は
は
じ
め
か
ら
i
初
で
す
む
よ

、
つ
に
し
ま
し
た
。

@
所
件
の
少
な
い
万
の
た
め
に

同
の
制
度
で
は
、
介
護
保
険
開

や
す
く

始
前
に
ホ
l
ム
ヘ

ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を

利
川
し
た
こ
と
の
あ
る
方
に
限
り
、

利
問
料
を
川
%
か
ら
3
%
に
慌
減
し

て
い
ま
す
が
、
市
で
は
、
新
た
に
利

用
し
た
人
も
、
3
%
の
負
担
で
す
む

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

2

社
会
初
祉
法
人
が
、
そ
の
提
供

す
る
介
諮
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
を
減

額
し
た
場
合
、
国
の
基
準
で
は
軽
減

制
の

2
分
の
l
が
助
成
さ
れ
ま
す
が
、

市
で
は
、
助
成
制
を
4
分
の
3
に

m

や
し
、
法
人
が
利
用
料
を
減
額
し
や

す
く
し
て
い
ま
す
。

3

囚
で
は
、
自
然
災
3
な
ど
の
場

合
に
保
険
料
を
減
免
で
き
る
と
し
て

い
ま
す
が
、
市
で
は
、
所
科
が
少
な

く
生
活
が
困
雌
な
方
に
も
、
保
険
料

を
減
免
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
立

場

で

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
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v表2

額
要支掻 188人

Z頁 目 金
要介護 1 426人

在宅サービス 730，682千円 要介護2 447人

ケアプラン 66，766千円 要介謹3 316人
要介護4 302人

1，217，965千円施設サービス
要介護5 178人

合計 2，015，413千円 .6. 計 1，857 A I Eコ

安
心
で
き
る
老
後
を

渇
舟
場
彦

市

長

我
孫
子
市
の
介
灘
保
険
が
、
市

に
利
川
者
本
位
の
も
の
に
な
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。

在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
痴
ほ

う
性
向
齢
者
の
介
護
実
態
の
訓
査

を
行
い
ま
し
た
。
刊
日
時
間
常
駐
し

て
の
湖
査
は
全
国
で
も
初
め
て
で

す
。
(2
而
参
聞…
)

家
族
は
1
日
日
時
間
以
上
を
介

護
に
貨
や
し
、
と
く
に
「
見
守
り
」

「
戸
か
け
」
な
ど
、
痴
ほ
う
性
の

方
の
介
護
に
特
訂
の
負
担
が
大
き

ー
ピ
ス
引
業
将
の
棉
波
し
役
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
閲
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

句
会
場
で
説
明
会
を
開
催

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
上
手
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
制
度
に
つ

い
て
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
こ
の
た
め
、
昨
年
8
川

と
9
月
に
住
民
説
明
会
を
闘
悩
し
、

1

1
0
0
人
を
趨
え
る
参
加
者
が
あ

v表3 介護サービスの利用状況
※単位…在宅サービスは件数、施設サービスは人数です

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

痴
ほ
、
っ
性
向
的
将
の
介
検
肢
が
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

一
次
判
定
で
は
低

く
山
る
傾
向
が
あ
り
、
こ
れ
を
帯

究
会
の
二
次
判
定
で
品
正
す
る
市

の
「
独
自
折
針
」
の
必
要
性
が
託

明
さ
れ
た
と
言
え
ま
す
。

厚
生
労
働
省
へ
は
一
次
判
定
に

お
け
る
訓
抗
項
目
等
の
改
普
を
求

め
る
と
共
に
、
市
で
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の

一
川
の
充
実
や
ホ
1
ム
ヘ

ル
パ
i
派
泣
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

人 かなまちむ緑 豊

り
ま
し
た
。
今
年
も
、
5
川
口
H
か

ら
6
川

5
け
ま
で
、
日
会
場
で
同
川

の
説
明
会
を
尖
施
中
で
す
。
(
川
住

は
前
日万
6
而
に
拘
峨
し
て
い
ま
す
)

今
後
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
公
非
の
市
民
委

員
や
医
療

・
福
祉
関
係
者
に
よ
る
介

護
保
険
市
民
会
設
を
と
お
し
て
、
皆

さ
ん
の
山
を
反
映
す
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

A
サ

q
L
に
U

つつしをら

介
護
之
扱
諜

・
内
線

A
H
ι
q
J
n
u
 

庖
吋

介護サービスの種類 介護保険利前用の
月一との利用数

月平均 数 12~同月 13年3月

訪問介護(ホームヘルプサービス) 2，824 3，348 4，005 
訪問入浴介護 198 194 192 

在七ー』
訪問看護 395 399 449 

訪問リハビリテーション 一 4 15 
サ 通所介護・通所リハビリテーション998 (通所介護)3，388 3，932 
住宅改修 12 29 ビ
ス福祉用具貸与 一 2，053 4，351 
短期入所 (日数) 808 1，124 1，053 
居宅療養管理指導 一 138 139 

居宅介護支援(ケアプフン) 一 772 988 
施 介護老人福祉施設サービス 197 236 204 
書サ安

介護老人保健施設サービス 一 138 141 
ピ
介護樺養型医療施設サービス 一 48 48 ス
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市
民
活
動

セ
ン
タ

期

待

市
は
「
市
民
公
訴
活
動

・
市
民
事

業
支
般
折
針
」
を
策
定
し
、
市
民

・

企
業

・
行
政
の
協
働
の
ま
ち
，
つ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
小
で
、
市
民
が
社
会
に
訂
献

す
る
活
動
を
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
上
で
重
要
と
と
ら
え
、

昨
年
8
川
に
市
民
活
動
間
体
の
別
状

や
市
川
山
市
助
セ
ン
タ
ー
へ
の
袈
訟
を

把
恥
す
る
た
め
に
、
実
態
別
抗
を
行

い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
調
査
結
果
が
ま
と
ま

り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

*
訓
作
.刈
忽

・ぶ
法
:・
市
が
抱
射
し

て
い
る
公
拍
的
な
市
助
を
行
っ
て
い

-ー-ti' 怠
ロ固~~臨調す

第1045号

観議@合信
| 痴ほう性高齢者の在宅生活実態調査 | 
介護サービスは効果的

る
1
5
1団
体
を
対
象
に
、
郵
送
配

布
凶
収
方
式
の
ア
ン
ケ
ー
ト
訓
托
を

行
い
、

1
2
2同
体
か
ら
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

*
訓
抗
体
制
・・
・公
一
れ
が
の
市
民
5
人
で

実
行
委
貝
会
を
組
織
し
、
調
査
m-加の

作
成

・
分
析
を
行
い
、
と
り
ま
と
め

ま
し
た
。

*
川
公
内
容

:
間
体
の
会

μ数
・
年

川
市
助
資
や
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
へ

の
製
ωみ
な
ど
、
知
項
目
で
す
。

主
な
調
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

活
動
団
体
の
現
状

O
設
立
年
川

n
--・平
成
7
年
度
以
降

に
設
立
し
た
間
体
が
卸
%

市
で
は
昨
年
け
月
か
ら
は
月
に
か

け
て
、
在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
痴

ほ
う
性
向
的
お
の
介
護
実
態
の
澗
究

を
行
い
ま
し
た
。

ま
ず
、
市
内
で
州
ほ
う
悦
山
齢
者

を
介
准
し
て
い
る
却
世
俗
の
ご
家
践

に
協
力
を
い
た
だ
き
、
聞
き
取
り
調

布
を
実
施
。
そ
の
う
ち
の

5
世
帯
に

は
、
調
布

μが
川
一
時
間
間
伐
し
、
ご

家
族
の
介
護
実
態
と
ホ
1
ム
ヘ
ル
パ

l
お
よ
び
辿
所
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
介

泌
実
態
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

一
時
も
目
が
離
せ
な
い

一
本
腕
介
謎
若
(
i

巨
介
謎
符
)
の
1

H
の
時
間
の
使
い

-Mを
み
る
と
、
対

を
お
人
の
ヤ
均
で

I
H
の
う
ち
は

時
川
は
分
を
介
護
の
た
め
に
貨
や
し

て
い
ま
し
た
。
問
問
る
時
間
の
う
ち
、

時
眠
時
間

(予
均
7
時
間
円
分
)
を

除
く
と
、
介
議
以
外
に
使
え
る
時
間

は
千
均
3
時
間
均
一
分
で
し
た
。

O
会
貝
数
・・・
却
人
以
内
が
叩
%

O
年
川
活
助
W
H
・:川
万
円
未
満
が
川
町

%
と
最
も
多
い
。

※
会
以
数
が
少
な
い
、
設
立
し
て
川

も
な
い
、
予
抗
鋭
校
も
小
さ
い
団
体

が
多
く
、
活
動
基
盤
が
確
立
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
支
援
策

の
充
実
が
主
裂
と
考
、え
ら
れ
ま
す
。

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
求
め
る
も
の

市
役
所
内
の
科
加
と
の
辿
締
測
強

が
い
収
も
多
く
、
次
い
で
印
刷
機
の
提

供
、
人
材
の
紹
介

・
派
巡
の
順
に
な

っ
て
い
ま
す
。

※
今
後
、
市
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

の
確
立
や
市
臓
以
の
立
制
改
市
が
屯

裂
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
介
能
者
が
負
担
と
感
じ

て
い
る
介
護
行
為
の
第
1
位
は
、

「
危
険
防
止
の
た
め
に

一
時
も
日
が

雌
せ
な
い
」
で
し
た
。

高
齢
者
に
笑
顔
が

一
方
、
調
托
貝
が
家
庭
に
入
り
調

査
を
行
っ
た
5
世
帯
の
結
果
を
見
る

と
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
l
が
訪
問
介
護

を
し
た
時
に
、
痴
ほ
う
性
向
的
将
に

笑
顔
や
点
剣
な
衣
川
が
民
く
比
ら
れ

る
な
ど
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
川
が

効
果
的
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。特

に
、
通
所
サ
ー
ビ
ス

(デ
イ
サ

ー
ビ
ス
、
デ
イ

・
ケ
ア
)
は
、
効
果

的

・
幼
唱
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ

と
が
雌
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
に
向
け
て

市
で
は
、
今
凶
の
凋
作
結
果
か
ら
、

同

・
川
れ
ん
に
対
し
て
痴
ほ
う
性
刈
齢
折

今
後
に
向
け
て

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
坊
の

32
ト
h

、、
，FJ
g

正マ，、
g
と

I
J
E
L

、、，
J
川
H
V

晶
、

払
件
付
朝
市
説

-HMG
向
初
出
仰

の
提
供
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
た
市
職
員
の
立
政
改
革
、
助
成
制

度
の
充
実
を
図
り
、
今
後
の
市
民
活

動
支
援
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
e

つ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
調
査
報
告
件
は
、
市

民
活
動
支
援
却
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
は
、

6
月
9
日
に
市
民
会
館
内
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
6
月
1
日

号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

市

民
活
動
支
按
却

・

内
線
4
8
8

へ
の
効
挟
的
な
支
援
に
附
す
る
提

言
を
行
、
っ
と
と
も
に
、
通
所
サ
ー

ビ
ス
が
毎
日
利
川
で
き
る
よ
う
に
、

市
独
自
の
補
助
制
度
の
検
却
や
、

通
所
施
設
の
鴨
怖
を
進
め
て
い
き

z

、-
。

埠
d
4
u

，
ま
た
、
痴
ほ
う
性
向
齢
者
介
護

の
た
め
の
ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
!
の
研

修
や
、
痴
ほ
う
に
閲
す
る
医
般
相

談
の
光
夫
、

S
O
Sネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
地
峨
で
の
凡
守
り
体
制

の
一
一mの
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

介
護
支
援
諜
介
護

サ
ー
ビ
ス
係
・
内
線
4
3
3、
3

9 
8 

※
こ
の
叫
作
什
げ
の
概
袋
は
、
市
の

ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
(
ア
ド
レ
ス
は
1

面
参
照
)
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
報
告
々
は
行
政
情
報
資

料
宅
お
よ
び
凶
バ
館
で
閲
覧
が
で

き
ま
す
。

市補鵬.の公
今年度は4団体に交付

14年度の新規活動を募集レます

竹
山
年
度
審
査
結
果

平
成
日
宅
肢
の
補
助
金
巾
山
は
、

8
団
体
か
ら
公
必
が
あ
り
、
「市川川

助
金
供
サ
検
討
委

μ会
」
の
斡
査
と
公

山
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
張
、
4
団
休
に

補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

新
規
補
助
団
体
と
主
な
活
動
内
容

*
布
佐
町
づ
く
り
実
行
委

μ会
・・・地

域
に
お
け
る
各
租
の
市
民
活
動
と
連

携
し
た
新
し
い
ま
ち
，
つ
く
り
活
動

*
我
孫
子
カ
ル
チ
ャ
ー

&
ト
l
ク・
.. 

平
和
エ
ッ
セ
イ
文
集
の
発
行

*
我
孫
子
市
ろ
う
あ
協
会
・・・
聴
北
附

市一u
者
の
た
め
の
的
報
雌
保
情
動

*
ほ
ほ
え
み
の
会
・:
ほ
ほ
え
み
の
会

(我
孫
子
地
区
リ
ウ
マ
チ
の
会
)
の

親
睦

・
交
流
活
動

同
年
度
新
規
活
動
を
募
集

対
象
事
業

補

助

金
の
交
付
基
準

(下
表
参
照
)
に
照
ら
し
て
、
そ
の

必
要
性
が
認
め
ら
れ
る
卒
業

・
活
動

応
募
資
格

市
内
に
在
住

・
在
勤

・

在
学
す
る
方
旧
人
以
上
で
俳
成
さ
れ
、

活
動
拠
点
の
叩
務
所
な
ど
が
市
内
に

あ
る
団
体

※
政
治

・
宗
教

・
営
利
を
目
的
と
す

る
団
体
お
よ
び
市
か
ら
ほ
か
の
州
助

金
を
受
け
て
い
る
同
体
は
除
き
ま
す
。

応
募
方
法

市
役
所
企
州
訓
撚
本
財

政
担
当
で
配
布
す
る
所
定
の
杵
矧
に

必
要
事
項
を
明
記
し
、
6
月
8
日

(
金
)
ま
で
に
必
ず
同
財
政
担
当
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い

。

問
い
合
わ
せ

企一
州
制
強
本
財
政
担

当

・
内
線
2
2
3

補助金の交付基準

・事業活動の目的、視点、内容等が社会・経済状況に合致している
.補助金の支出が客観的に見て公益上必要である

-市民の福祉の向上および利益の増進に効果が認められる
-行政と市民の役割分担のなかで、真に補助すべき事業・活動である
・施設の整備等に関する補助は、市の施策に合致し、市の役割分担が
明白である

-支出の根拠が明確で法令などに抵触していない
.団体の会計処理および資金の使途が適切である

-団体の決算における繰越金の額が、補助金の額を超えていない
・補助金の割合が、対象活動の収入の10覧以上50話以下である

・団体の事業活動の内容が、団体の目的とずれていない

・補助金の交付期間は、1事業で最長3年以内 (補助金は、 3年ごと
に全件見直すため、 14年度は1年間のみ支給)
-自助、自立が認められる団体や目的が達成された事業への補助は、
補助金交付期間内でも打ち切ることがある

機
械
式
生
ゴ
ミ
処
理
機

• 

コ
ン
ボ
ス
ト
等
の
購
入
に
補
助
金

申
請
手
続
き
陪
お
早
ι

め
に

家
庭
で
の
ゴ
ミ
の
減
此
と
資
源
化

を
進
め
る
た
め
、
市
で
は
市
内
に
在

住
の
方
を
対
象
に
、
機
械
式
生
ゴ
ミ

処
理
機
と
地
肥
化
容
器
の
脱
入
を
補

助
す
る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
機
械
式
生
ゴ
ミ
処
問
機
は
、

制
助
対
象
と
な
ら
な
い
機
純
も
あ
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

l
v
 
補
助
額

。
機
械
式
生
ゴ
ミ
処
理
機

・:
本
体
価
格
の
2
分
の
l
で
、
ー
0

0
円
未
満
切
り
捨
て
。
ー
台
3
万
円

を
限
度
と
し
、

-
世
帯
l
台

(過
去

5
年
以
内
に
補
助
金
の
交
付
を
受
け

た
万
は
対
象
外
)
@
コ
ン
ポ
ス

ト
・
ポ
カ
シ
容
器
:
・
本
体
制
格
の
3

分
の
2
で、

山
円
未
満
切
り
捨
て
。

(1
容
器
3
0
0
0円
を
川
限
度
と
し
、

1
世
帯
2
容
器
ま
で
)

※
本
体
価
絡
は
消
費
税
を
除
い
た
額

申
請
手
続
き

*
折
定
販
売
府
(
下
表
参
照
)
で
附

入
す
る
場
合
:
・
印
錯
を
持
参
し
、
各

販
光
闘
で
出
町
的

*
指
定
販
売
脂
以
外
で
購
入
す
る
場

合
・:
次
の
①
か
ら
⑤
を
持
参
し
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
中
川

①
購
入
し
た
商
品
の
見
初
代
日

②
カ

タ
ロ
グ
ま
た
は
取
扱
説
明
品川

③
保

証
役

⑪
品
名

・
数川叫

・
本
体
制
格

が
明
記
さ
れ
た
領
収
古

⑤
補
助
金

の
振
込
先
が
わ
か
る
も
の

(預
金
通

帳
な
ど
)

⑥

印
鑑

問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

宮
{
釘

)
0
0
1
5

v機械式生ゴミ処理機・堆肥化容器指定販売庖

販売唐名 所在地 電話番号 取撮商品

我孫子市 本 所 寿1・14-18 (82)3121 

農業協同 湖北支所 古F171-2 (88)2511 コンポス ト

キ且 企h
. 

Eコ 布佐支所 布佐1132 (89)3151 ポカシ容器

(有)扇屋高庖 緑1-4-2 (82)0014 

自然食品の庖よねかわ 湖北台8-10・8(69)8955 

小規模作業所おおばん 新々回77-5 (89)5794 

(有)染井金物庖 本町3・8-12 (82)2375 ポカシ容器

(有)あびこイー工ム・ショップ 本町3・1-14(83)7747 

アニュー東我孫子 東我孫子2・33-22(82)7552 

アニュー我孫子 我孫子388-1(83)3751 

エコートレイド(有) 若松147-3 (85)8945 機械式生ゴミ

(有)ダスキンセーフティサービス 新木2550 (88)4444 処理機

(有)渡辺電機 高野山346-5(84)8222 



第1045号

、心者
に
u

医
ほ
ごおな
ほに

-ー-tit 怠
学校運営にあなたの声を

学校評議員を募集

教
行
委

μ会
で
は
、
学
校
評
議

μの
公
必
委
ハ以を山
一結集
し
ま
す
。

こ
の

J
A
μ
は
、
保
議
者
や
地

肢
の
持
さ
ん
、
行
設
折
、
公
必
で

選
ば
れ
た
々
で
構
成
さ
れ
、
山
内

の
す
ペ
て
の
小
・
小
学
校
に
投
附

さ
れ
ま
す

山
下
位
ぷ
柏
市

μ制
度
は
、
心
仙
ほ
か

で
た
く
ま
し
い
技
孫
子
の
子
ど
も

を
行
成
す
る
た
め
に
、
学
校
連
常

2001.5.16 (3) 

ぜ
ん
ぜ
い

「
ほ
に
ほ
に
、
お
な
ご
医
者
」
は
、

日
本
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・

ク
ラ
ブ
・μに

仰
い
た
志
賀
か
う
子
さ
ん
の
「
祖
母
、

わ
た
し
の
明
治
」
を
も
と
に
し
た
、

明
治

・
大
正

-m和
を
生
き
た
H

お

な
ご
医
者
H

の
一
代
氾
で
す
。

主
役
は
、
市
内
在
住
で
、
抑
台
生

活
柑
周
年
を
迎
え
た
佐
々
木
愛
さ
ん
。

医
師
と
し
て
自
党
め
、
偏
見
や
差
別、

貧
困
や
戦
争
の
荒
波
に
も
ま
れ
な
が

ら
、
気
向
く
生
き
た
女
性
の
生
涯
を

み
ず
み
ず

瑞
々
し
く
描
い
た
人
間
讃
歌
で
す
。

日
時

7
月
1
日
(日
)午
後
3
時
間

場、

3
時
加
分
間
出

場
所

市
民
会
館

入
場
料

3
0
0
0
円
(全
中
国
由
)

入
場
券
発
売
所

平
自
作
唱
、
荒
井

併
庖
、
ミ
リ
オ
ン
楽
部
我
孫
子
庖
、

容
訪
務
端
、
ポ
ピ
!
、
写
抗
の
お

ち
あ
い
、
市
民
会
館
内
完
脂
ひ
ろ
が

り
、
柏
…
HM'μ
底
友
の
会
、
取
手
と
う

え
』
ゆ
、
っ

問
い
合
わ
せ

教
官
姿
只
会
文
化
説

宮
(お
)
1
1
5
1

明治40年、久賀タ工は生まれ故郷
の岩手県のある村で、身を引き裂か

れるような選択を迫られていた。

娘の涼子を出産したばかりだが‘

医術開業試験に合格するためには‘

是が非でも上京しなければならない。

「この地で安楽に暮らせjと説得

する家族に向かつて、頑強に上京の

意志を譲らないタ工。観女には、乳

飲み子と別れても医者にならなけれ

ばならないある事情があった..。

あらすじ

に
つ
い
て
の
提
言
や
助
言
を
い
た

だ
く
も
の
で
す
。

ぜ
ひ
あ
な
た
も
応
非
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象
・
定
員
科
学
校
区
に
在
住

の
刀
、
弁
学
校
一
以
T
1
2
人

任
期

委
制
け
か
ら
予
成
同
年
3

H
トボ
川
ま
で

開
催
回
数

年
3
t
4
間
程
度

選
考
方
法

レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
審

査応
募
方
法

・
問
い
合
わ
せ

「学

校
教
育
と
家
庭
教
育
の
あ
り
方
」

に
つ
い
て
の
立
見
や
提
言
な
ど
を

8
0
0下
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
屯
印刷待ハゲ、

学
校
名
を
別
ぷ
し
、
5
月
お
け

(必
府
)
ま
で
に
我
孫
チ
1
6
8

4
教
育
委

μ会
学
校
教
育
諜
宮

(お
)i
1
5
1
へ
郵
送
ま
た
は
持

参

※題名の[ほにほにJは‘岩手県の方言で
「真のJi本当のJという意味です。

国
や
特
殊
法
人
へ
の
要
望
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

行
政
相
談
委
以
制
度
は
、
行
政
相

談
委
只
や
行
政
評
価
引
務
所
が
、
国

の
行
政
機
関
や
J
R
、
N
T
Tな
ど

の
特
殊
法
人
の
仕
市
に
つ
い
て
で
」

れ
は
困
っ
た
」
「
こ
う
し
て
欲
し
い
」

と
い
っ
た
皆
さ
ん
の
立
見
や
要
望
を

お
問
き
し
、
問
題
の
解
決
や
要
望
の

実
現
を
図
る
も
の
で
す
。

行
政
相
談
強
調
週
間
は
、
こ
の
制

度
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
全
国

的
に
行
わ
れ
ま
す
。

市
で
は
毎
月
第
4
木
川
け
に
、
行

政
相
談
委

μに
よ
る
行
政
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
戸
が
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す

の
で
、
お
気
峰
に
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

な
お
、
立
用
は
無
料
で
、
秘
密
は

重
度
身
体
障
害
者
と
知
的
障
害
者
に

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す

市
で
は
、
市
度
の
身
体
障
点
目
将
と

知
的
附
符
将
の
皆
さ
ん
の
社
会
参
加

や
余
暇
活
動
を
文
捜
す
る
た
め
、
外

出
時
の
付
き
添
い
を
行
う
ガ
イ
ド
ヘ

ル
パ
l
根
本
諜
を
始
め
ま
す
。

派
遣
を
希
訟
す
る
方
は
、
あ
ら
か

じ
め
登
録
申
泊
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
詳
細
や

申
前
方
法
な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
し

ま
す
の
で
、
事
前
に
福
祉
総
合
相
談

室
へ
屯
請
で
ご
述
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
派
泣
を
治
望
す
る
方
が
、

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
登
録
し
た

い
方
を
抗
脱
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

登
録
中
山
の
と
き
に
、
舵
脱
者
の
氏

名
や
述
絡
先
な
ど
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

対
象

身
体
問
川
市
川
省
手
帳
i
・
2
級

の
認
定
を
受
け
た
万
の
う
ち
川
肢
に

附
討
の
あ
る
-Mま
た
は
安
川
手
帳
を

お
持
ち
の
方
で
、

市
内
布
伐
の
目
成

以
ヒ
の
方

登
録
に
必
要
な
も
の

身
体
障
主
計

手
帳
ま
た
は
察
手
帳
、
他
山
診
断

hef
 

登
録
申
請
期
限

6
刀
l
口
(
金
)

派
遣
開
始
日

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
l
の

研
修
・

登
録
手
続
き
終

r後
を
予
定

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
推
薦
で
き

る
方

心
身
と
も
に
他
山
で
、
山
の

研
修
を
受
議
で
き
る
万

(
た
だ
し
、

利
川
将
の
親
族
や
同
同
人
は
除
く
)

※
研
修
日
ね
な
ど
は
、
後
ハ
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

一制
祉
総

合
相
点
叫
ん烹

・
内
線
3
5
0
、
3
8
i

般
守
さ
れ
ま
す
。

日
時

・
場
所

5
月
刊
日
日
(
木
)
午
前

ロ
時
か
ら
正
午
、
市
役
所
本
庁
2
附

市
民
相
談
室

総
務
約
千
挺
行
政
評
側
事
務
所
で

は
、
屯
語
、
フ
ァ
ク
ス
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

連
絡
先

氾
稲田
(
行
政
背
附
I
1
0

帯
)
・:
宮
0
4
3
(
2
4
4
)
1
1

0
0、
フ
ァ
ク
ス
・:
回
0
4
3
(
2

4
6
)
9
8
2
9、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト:・
ホ
l
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
Z
号
一

~E2
2・日O
E
S
E
-
m
0
・」古美吉
田白
-=九目。己
2

コ
] 

コ] 

行
政
相
談
委
員
に
井
上
道
英
さ
ん
と
重
松
恵
美
子
さ
ん

行
政
相
談
議

μに
、
井
上
中
製
品
〈さ

ん
と
市
.松
忠
尖
子
さ
ん
が
総
務
大
目

か
ら
4
川

1
n付
け
で
委
制
さ
れ
ま

し
た
。
(
両
氏
と
も
再
任
)

行
政
相
談
委

μは
、
市
役
所
で
の

行
政
相
談
の
ほ
か
、
向
宅
で
も
氾
話

な
ど
に
よ
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
。

あ

び

ーラ

ζ}  

「
あ
び
こ
型
都
市
民
業
」
の
推
進

の
中
心
と
な
る
技
孫
子
市
民
業

η壮

年
会
議
は
、
エ
ス
パ
技
孫
子
出
で
肝

菜
の
山
必
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
山
内
で
生
産
さ
れ
た

*
井
上
辺
兆
さ
ん

・
住

所

柴

崎
1
7
0

・
辿
絡
先

君
(位
)
4
7
3
5

*
爪
松
忠
夫
子
さ
ん

・
住
所
天
王
台
4
の
け
の
は

・
述
絡
先

君
(UM)i
2
1
6

問
い
合
わ
せ

秘
件
諜
広
聴
担
当

・

内
線
2
6
9

あ

れ

....， 
ιー

れ

野
菜
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
市
場
に

出
荷
さ
れ
、
地
元
で
の
消
費
は
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
地
元
陸
の
川
判
決
を
市
民

の
特
さ
ん
に
も
っ
と
食
べ
て
い
た
だ

こ
う
と
、

川
会
議
の
ほ
先
所
部
会
が

エ
ス
パ
と
目
前
し
んけ
い
を
続
け
た
紡
張
、

同
問
l
附
の
生
鮮
食
品
先
場
に
山
必

コ
ー
ナ
ー
が
実
制
し
た
も
の
で
す
。

川
会
議
会
民
の
染
作
尽
さ
ん
は
、

「
今
後
は
品
数
も
増
や
し
、
新
鮮
で

お
い
し
い
野
菜
を
皆
さ
ん
の
食
卓
に

開
け
、
地
-a

ん
の
民
業
を
P
Rし
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
持
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

持
政
課
・
内
線
5
1

。

地
元
産
の
野
菜
を
皆
さ
ん
の
食
卓
に

工
ス
パ
我
孫
子
庖
内
巴
直
売
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

クラリネットの上達をめざす方ヘ

管楽器講習会

教
育
委

μ会
で
は
、
竹山市
川市
講

習
会
の
受
講
生
を
必
集
し
ま
す
。

こ
の
拙
刊
会
は
、
市
内
小

・
小

学
校
の
吹
従
楽
担
当
の
先
生
点
で

作
ら
れ
た
「
抜
係
子
竹
山
ポ
研
究
会
」

が
、
小
・
巾
学
生
を
刈
匁
に
完
施

し
て
き
た
も
の
を
、
広
く

一
般
市

民
の
方
に
背
楽
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
附
仰
す
る
も
の
で
、

今
回
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
対
象
に

行
い
ま
す
。

地
味
と
し
て
い
出
発
技
能
の
向
上

を
刷
っ
て
い
る
庁
、
こ
れ
か
ら
削
円

熟
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
は
ぜ

ひ
お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

5
月
幻
自
(
日
)①
午
後
3

時
か
ら
4
時
泊
分
、

②
牛
後
5
時

か
ら
6
時
却
分

場
所

湖
北
地
区
公
民
館

対
象

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
お
持
ち

で
、
市
内
に
在
住
し
て
い
る
日
校

k
止
と
つ
-
J

で
-f
ld、
寸
心
k
e

f
-
b
プ

戸・7
f
L
1
3凶

山
仰
を
り
攻
し
て
い
る
学
生
や
生
徒

は
応
…
い
が
で
き
ま
せ
ん
)

定
員

光
消
印
人

参
加
賀

川…料

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

氾日印刷

で
5
川
お
け
(
水
)
ま
で
に
教
行
委

μ会
文
化
訓
告
(お
)1
1
5
1
へ

平
和
を
願
う
心
を
子
や
孫
に
伝
え
た
い

消
費
者
の
会
が
「
戦
争
の
記
憶
」
を
発
刊

技
孫
子
市
消
山
以
払
引
の
会

(利
川
コ
・

千
代
会
民
)
は
、
こ
の
た
び
体
験
悠

「戦
争
の
記
憶
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

得
制
し
た
の
は
会

μや
家
腕
、
友

人
な
ど
ゆ
人
。
勤
労
動

μや
集
川
航

問
、
先
巳
胞
は
、
食
料
航
な
ど
、
戦
時
中

あ

び

，両2・
ιー

や
戦
後
の
出
乱
則
の
さ
ま
ざ
ま
な
体

験
が
、

A
4
判
約
加
ぺ
l
ジ
に
わ
た

っ
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

父
親
を
~
叫
ん
品
以
燥
で
亡
く
し
た
利

川
会
民
は
、

「
川
町
恥
引
運
動
の
似
山
…

は
H

生
命
の
継
点
H

で
、
そ
の
法
本

に
あ
る
の
が

「
Jr和
』。

多
く
の
万

に
読
ま
れ
、

宇
和
を
願
、っ
心
が
千
や

孫
た
ち
に
伝
わ
れ
ば
」
と
訊
り
ま
す
。

川刊
成
代
の
引
性
は
、

「
.
勾
に
読

み
ま
し
た
。
生
死
の
境
が
紙
4

市一の

当
時
を
川
仙
、
っ
と
、
宇
和
の
大
切
さ
を

実
感
し
ま
す
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

A

布
削
H

格
引
に
は
、

i
附
3
0
0川
と

送
料
で
配
布
し
て
い
ま
す

J
し
く

は
、
和
川
さ
ん
宮
(
お
)
1
4
3
4
へ。

あ

れ

-ラ

ιー

れ



(4) 

損
部
包〉
@ 
m 

2001.5.16 

タ
イ
ト
ル
が
色
付
き
の
も
の
は
、
市
や
官
公
庁
主
催

・
共
催
の
も
の
で
す
。

黒
は
、

市
民
団
体
の
記
事
で
す
。
各
項
目
は
、
欄
外
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
・
:
我
孫
子
市
我
孫
子
1
8
5
8
2
(邸
)
1
1
1
1

で
か
け
て

み
ま
ぜ
ん
か

ふ

れ

あ

い

工

房

リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト

日

5
月
幻
日
(
日
)
同
時
1
同
時

(
雨
天
実
施
)

所

・
問

ふ
れ
あ
い
工
房
宮
(部
)5

5
0
0
 

第
1
回
手
賀
沼
演
劇
祭

-ー-
我
孫
，
士
山
と
そ
の
近
隣
の
文
化
向

上
と
出
劇
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
第
1
回
「
手
釘
泊
演
劇
祭
」
を

山
慌
し
ま
す
。

我
孫
子
市
や
野
田
市
の
ア
マ
チ
ュ

ア
劇
団
な
ど
が
歩
前
し
、
演
技
を
競

い
ま
す
。
締
本
孔

μに
は
白
山
在
住
の

女
優

・
佐
々
木
愛
さ
ん
ら
3
人
。
優

秀
作
品
に
は
グ
ラ
ン
プ
リ
を
は
じ
め
、

出
品
小
口
な
ど
の
公
を
般
う
し
ま
す
。

参
加
省
の
ひ
た
む
き
な
演
技
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日

6
月
山
川
(H)
け
時
加
分
間
場
、

は
時
間
前

所

湖
北
地
限
公
民
館

費

7
0
0円

主

手

am樹
劇
祭
実
む
委
員
会

問

伊
雌
宮
(約
)
0
7
6
6

ti' 怠

フ
リ
I
マ
ー
ケ
ッ
ト
削
あ
ら
き

第1045号

5
H
n
幻
H
(
U
)
旧
時
1
日
時

内

フ
リ
l
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
悦
挺
服
、

野
菜
即
光
会
等

(雨
天
時
は
館
内
で

腕
艇
を
縮
小
し
て
実
施
)

※
引
で
の
米
場
は
ご
法
邸
く
だ
さ
い

所

・
間

新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー
宮

(紛
)
2
0
1
0

日

我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
弾
団

第

羽

田

定

期

演

奏

会

日

6
月
叩
日
(
臼
)日
時
却
分
間
場
、

同
時
川
山

所

市
民
会
館

曲
目

カ
レ
リ
ア
序
曲
:・
シ
ベ
リ
ウ

ス
、
ピ
ア
ノ
協
奏
山
・
:
グ
リ
l
グ

交
科
曲
第
2
4官
・:
シ
ベ
リ
ウ
ス

と
し
お

指
揮

柳
津
舟
男

客
演

夏
季
チ
(
ピ
ア
ノ
)

費

7
0
0
円
(
全
自
由
附
)
、
ペ

ア
券
1
0
0
0円
(
前
記
り
の
み
)

入
場
券
発
売
所

平
到
件
閥
、
荒
井

啓昨日
、
害

事

務

器
、
写
真
の
お
ち

あ
い
、
市
民
ム
露
出
話
ひ
ろ
が
り

問

竹
内
宮
(槌
)
0
4
7
3

第
一
日
回
我
孫
子
さ
っ
き
展

6
月
1
円
(金
)
1
3
日
(日
)
9

時
1
げ
時

(1
日
は
日
時
か
ら
、
3

日
は
同
時
ま
で
)

所

中
央
公
民
館

(入
場
無
料
)

※
栽
培
の
実
技
指
時
を

ω時
1
日
時、

日
時
ー
は
時
に
実
施

(1
日
は
午
後

の
み
)

※
花
後
の
虹
b
h
・
植
え
替
え
等
の
ビ

デ
オ
放
映
あ
り

間

橘
宮
(お
)
1
3
4
3

五

月

ま

つ

り

2
0
0
1
フ
リ
l
パ
ザ
l
ル

日

5
月
ゆ
什
(
上
)
川
崎
1
同
時

(雨
天
の
場
合
は
初
日
に
順
延
)

所

技
孫
子
駅
南
口
商
庖
街
周
辺

(一

部
交
通
規
制
あ
り
)

内

フ
リ
l
バ
ザ
l
ル
、
ビ
ン
ゴ
大

会
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
i
、
あ
び
こ
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
大
会

問

問
実
行
委
以
会

・
藤
本
宮
0
9

n
v
lーの
J
9
d
Eム
q
4
1
1
Q
d
q
L
A
-
-
凋
せ

日

第

切

回

利

根

川

水

系

連

合

水

防

演

習

日

5
月
ゆ
日
(土
)8
時
却
分
1
ロ

時
日
分
(
雨
天
実
施

・
入
場
無
料
)

所

取
手
市
京
地
先
の
利
根
川
河
川

敷
(
取
手
紙
地
述
動
公
園
)
.

内

取
手
市
坂
東
太
鼓
の
会
の
演
奏
、

取
手
松
陥
同
校
音
楽
部
の
泌
器
、
水

防
訓
練
、
救
助
訓
糾
、
体
験
コ
ー
ナ

ー

(救
出
体
験
、
降
雨
体
験
等
)
、

豚
汁

・
森
山
食
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
、

地
元
物
産
の
展
示
即
売
な
ど

間

茨
城
県
河
川
部
宮
0
2
9
(
3

0
1)
4
4
9
0
 

※
当
日
旧
時
叩
分
I
H
時
、
N
H
K
-

B
S
1
で
生
放
送
の
予
定

参

加

し

τ

み
ま
ぜ
ん
か

子

ど

も

ク

ッ
キ

ン

グ

ー
学
校
週
5
日
制
関
連
行
事

i

日
・
所

5
月
初
日
(
土
)
9時
加
分

ー
は
時
却
分
、
湖
北
地
区
公
民
館

内

チ
キ
ン
と
エ
ピ
の
ド
リ
ア
、
じ

ゃ
が
い
も
と
ベ
ー
コ
ン
の
サ
ラ
ダ
、

レ
モ
ン
テ
ィ

対

市
内
の
小
学
生
、

叩
人
(
応
非

者
名
訟
の
場
什
は
州
選
)

費

5
0
0円

持

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き

ん
2
枚
、
台
ふ
き
ん
、
タ
オ
ル

申

屯
話
で
5
月
同
日
(
金
)
ま
で
に

中
央
公
民
館
宮
(位
)
0
5
1
5

ゴ

ル

フ

フ

ェ

ス

タ

C

H

l

B

A

2

0

0

1

 

8
月
1
日
(水
)
か
ら

9
月
山
日

(
月
)
ま
で
、
県
内
1
4
5
カ
所
の
ゴ

ル
フ
場
で
ゴ
ル
フ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

参
加
資
格

県
内
在
住

・
布
助
者
と

そ
の
同
伴
者

(期
間
中
l
人
2
固
ま

で
)
費

名
ゴ
ル
フ
場
の
ビ
ジ
タ
ー
フ
イ

の
半
額
以
下
の
フ
エ
ス
タ
特
別
料
金

申

6
月
山
口
(
月
)
ま
で
に
、
所
定

の
申
込
牲
に
よ
り
4
人
ま
た
は
3
人

l
組
で
(
応
以
多
数
の
助
合
は
州
選
)

申
込
書
配
布
場
所

市
民
活
動
支
援

謀
、
各
支
附

・
近
隣
セ
ン
タ
ー

主

・
間

千…潟
県
ゴ
ル
フ
協
会
宮
0

4
3
(
2
0
1
)
1
2
4
0
 

A
E
R
A
フ
レ
ン
ド
シ
γ
プ
パ
ー
テ
ィ
E

「
国
隠
交
流
バ

ー
ベ
キ
ュ

ー
パ
ー
テ
ィ
ー
」

外
国
人
の
皆
さ
ん
と
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
し
ま
せ

ん
か
。

日
・
所

5
月
幻
日
(
日
)
日
時
1
同

時
、
五
本
松
公
園
隣
り

・
ふ
れ
あ
い

キ
ャ
ン
プ
坊
(
小
問
実
施
)

※
天
王
台
駅

・
湖
北
駅
か
ら
の
送
迎

も
あ
り
ま
す
。
屯
活
で
ご
連
絡
を

費

1
0
0
0円
(
当
日
徴
収
)

申

ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
に
住
所
、

氏
名
、
屯
話
番
号
を
明
記
し、

5
月

お
日
(
必
治
)
ま
で
に
我
孫
子
1
4

2
の
1
A
I
R
A
事
務
局
宮
(幻
)
1

2
3
1
四
(幻

)2
0
0
5

※
食
材
を
準
備
し
ま
す
の
で
、
当
円

の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
ご
述
応
く
だ
さ
い

第

幻

回

文

化

講

演

会

「
子
供
と
共
に
眺
め
た
戦
後
の
我
孫
子
」

日
・
所

5
月
幻
日
(
日
)
同
時
、
市

民
会
館
(
入
場
無
料
)

講

師

中
村
宏
さ
ん

(品川市
教
育
民
)

対

当
日
先
着

ω人

主

投
孫
子
の
文
化
を
守
る
会

間

三
谷
宮
(お
)
1
0
7
7

「
石
け
ん
の
語
り
部
」
聾
成
講
座

日

6
月
9
日

・
同

H-
n
u
・
叩

臼
い
ず
れ
も
土
制
H
、
問
時
t
ロ
時

所

9
・
凶
日
・:
湖
北
地
区
公
民
館
、

お
川
・
:
ふ
れ
あ
い

t.ω
、
初
日・
:
パ

王
台
北
近
隣
セ
ン
タ
ー

(
参
加
無
料
)

内

石
け
ん
学
習
会
、
暮
ら
し
の
中

の
洗
剤
、
行
け
ん
作
り
、
や
活
排
水

を
考
、
え
る

対

4
凶
す
べ
て
受
講
で
き
る
方
、

先
消
印
人

申

氾
話
で
商
工
観
光
都

・
内
線
3

2 
9 
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身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室

5
ス
ピ

ー

ド

ポ

l

ル

i

日
時
:
・目
、
場
所
:
・
所
、
内
容
・
:
肉
、
種
目
:・
種
、
出
席
者
・
出
演
者
な
ど
:
・出
、
対
象

・
定
員
:
・定
、
持
参
:・持
、
費
用
・
:
費
、
申
し
込
み
:・申
、
問
い
合
わ
せ
・
:
問
、
主
催
・
共
催
・
:
主

ふれあいサロン盲導犬利用者を
高齢者の方たちの、気軽な

おしゃべりの場、いっしょに

楽しく過ごせる場として 「ふ

れあいサロン」 を開設してい

ます。

皆さん、お誘い合わせのう

え 、ご参加ください。

※お手伝いしていただける協

力会員も募集しています。

参加費 1回 100円(お茶代〉
申し込み・問い合わせ 下表

の各問い合わせ先へ

名称 場所 開催予定日時 問い合わせ

天子山ふれあいサロン
福田宅 第1金曜日10:00-14:00 
(つくし野1-4・7)第3月曜日10:00-12: 00 福田(82)2772

並木小 並木小学校 第4金曜日10:00-11:30 11 

湖北台西小 11 湖北台西小学校 第4水曜日10:00-11:30 稲勝(88)2746

湖北地区 " 湖北地区公民館 第3金曜日10 : 00-11 : 30 井川 (88)3736
我孫子第一小。 我孫子第一IJ、学校 第2火曜日10:00-11:30 花谷(84)2962
我孫子第二小 H 我孫子第一小学校 第1水曜日10:00-11 : 30 木田 (87)6223

vふれあいサロン開設場所一覧

管理者から同意が得られる

④現在更生施設およびその他

の施設に入所していない

選考方法等 (財)栃木盲導犬

センターで面接のうえ決定し、

利用者となった方は、盲導犬

といっしょに約3週間の合宿
を行います

申し込み期限 6月29日(金)
※申し込み方法等、詳しくは

中央学院大学アクティブセン

ター盲導犬ワーキングチーム

fi(83)6529へお尋ねください

中央学院大学学生ボランテ

ィアでは、 4年前から盲導犬

普及活動を行っています。

盲導犬は育成するまでに約

300万円が必要で、昨年 6月、

活動を始めて 3年目にして 1

頭目の盲導犬を貸与すること

力寸できました。

そして今夏、 2頭目の貸与
ができることとなり、盲導犬

の利用を希望される方を募集

します。

募集人鍛 上人

応募資格 県内にお住まいの

18歳以上60i歳以下の方で次の

条件をすべて満たす方 ①視

覚障害者 1級 ② ある程度自

殺での一人歩きができる ③ 

集合住宅にお住まいの場合、

募集します

盲導犬の普及活動を応

援してくださる方、情報

支換をしていただける方

も募集しています。上記

までご迫絡ください。



第1045号~ a (5) 

1I 

ゅ・ワ

青

年

サ

ー

ク

ル

「
む
ぎ
の
会
」
会
員

回

毎
荷
数
月
の
的
4
日
附
日

ω時

1
5
守

対

市
内
収
住
の
日
成
以
上
の
知
的

附
山
引
を
持
つ
方
で
、
集
合
場
所

(あ

ら
き
凶
作
サ
)
ま
で
1
人
で
来
る
こ
と

が
で
き
る
方

〈髭
護
学
校
、
稲
祉
作

業
所
、
抗
祉
施
設
に
所
印
刷
し
て
い
る

方
を
除
く
〉

内

日
常
生
前
の
出
米
引
の
話
し
合

い
や
、
外
山
、
ス
ポ
ー
ツ
、
制
抑
一災

民

サ
の
体
娘
一V
を
通
じ
て
交
流

費

実
質

(l
回
1
0
0
0円
以
内

が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
活
動
内
容
に

よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
)

川
也
前
で
あ
ら
さ
凶
宮
(邸
)
4
1

申

-司・-
8 
8 第
叩
回
あ
や
め
ま
つ
り

青

空

市

出

底

者

日
・
所

6
月
ω
H
(日
)
旧
時
:
凶

時
、
手
到
、
出
公
凶

(雨
天
時
は
げ
口
)

募
集
区

画

初
一悦
附

(先
ゃれ順
)

質

l
区
州
3
0
0
0円

(川
ハ
約

3
m
)、
川
公
コ

ン
セ
ン
ト
I
例
1

0
0
0円

申

中
込
杵

(商
工
会
に
用
意
)
に

必
要
下
瓜
を
明
記
し
、
山
間
料
を
添

2001.5.16 

(
白
山
・

1
歳
2
カ
月
)

碓ご
井よ

あ

ん

な

杏
菜
ち
ゃん

え
て

5
月
幻
自
(
水
)ま
で
に
持
1
の

日
の
幻
商
工
会
宮
(位
)
3
1
3
1
へ

持
参

(土
・
目
印
刷
日
を
除
く
)

第
一
同
回
全
国
健
康
福
祉
祭

(ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
)
広
島
大
会
出
場
者

日

・
所

叩
月
6
日
(
土
)
1
9
日

(火
)、
広
向
県

参
加
資
格

県
内
在
住
の

ω成
以
上

(昭
和
げ
年
4
月
1
日
以
前
生
ま
れ
)

の
方

(一

郊
の
純
日
は

ω成
未
洲
で

も
可
)

※
弘
鈍
種
目
、
人
数
、
経
班
、
応
非

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
(財
)
千
葉
県

相
祉
ふ
れ
あ
い
財
間
以
均
却
2
0
4

3

(2
2
1)
7
4
4
8
へ

料

理

サ

ー

ク

ル

食
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
員

日
・
所

毎
月
第
2
日
間
日
旧
時
加

分
1
同
時
、
中
央
公
民
館
ほ
か

内

若
い
人
向
け
の
料
理

(利
・洋
・

中
)
と
お
一
弘
子
の
、
法
礎
か
ら
お
も

て
な
し
料
開
ま
で

政

月

組
2
i
0
0円
(材
料
世
合
)

申

辺
抽
か
フ
ァ
ク
ス
で
諏
訪
包
囲

(
制

)
0
1
9
1
(フ
ァ
ク
ス
の
場
合

は
住
所
、
氏
名
、
泣
話
脅

Z
明
記
)

社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

ダ
ン
シ
ン
グ
・
ナ
ミ
会
員

申費所日

何
川
出
火
附
U
円
時
1
引
時

舟
市
民
セ
ン
タ
ー

月
額
2
5
0
0円

屯
訴
で
成川町
宮
(幻
)
3
2
8
8

実堀号
芸内;
ロ

歳

t.J 
月

と
も
ひ
ろ

智
大
く
ん

道

の

あ

る

風

景

写
真
コ
ン
ク

ー
ル
作
品

国
土
交
通
省
山
東
地
方
蝦
備
局
と

(
社
)
閃
京
辿
投
弘
消
会
で
は
、
迫
の

あ
る
風
対
写
只
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催

し
ま
す
。

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
の
皆
さ

ん
、
力
作
を
お
需
せ
く
だ
さ
い
。

サ
イ
ズ

サ
ー
ビ
ス
判
の
カ
ラ
l
写

抗
(
(パ
ノ
ラ
マ
、
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
、

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
の
悦
協
は
一小
吋
)

応
募
規
定

。
一

人
5
枚
ま
で

(連

続
写
真
は
不
可

)

O
写
真
の
惑
に

応
拡
川
町
(
市
役
所
迫
路
政
に
用
立
)

と
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
を
は
っ
て
く
だ
さ

い

O
作
品
は
、
過
去
1
年
以
内
に

本
人
が
搬
仮
し
た
も
の
で
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す

募
集
期
限

7
月
6
日
(加
印
有
効
)

発
表

8
月
旧
日
(金
)
に
毎
日
新
聞

紙
上
で
発
表

(入
選
者
に
は
郎
使
で

問
後
通
知
し
ま
す
)

応
募
方
法

応
非
開
山
の
応
…
品
川
肌
定
に

従
っ
て
、
郵
送
で
〒
1
0
2
1
0
0

7
1千
代
田
区
飯
田
橋
郵
便
局
留
置

「迫
の
あ
る
風
長
写
只
コ
ン
ク
ー
ル

係
」
間

(
社
)
凶
ボ
山
政
弘
前
会
宮
0
3

(3
2
3
4
)
6
0
7
8
 

あ
び
こ
太
極
会
会
員

日

毎
迎
日
印
刷
日
目
時
九
同
時
却
分

h
l比、、
，ヒ白
いま‘、

H
川
川
J

ろ
r
L
4
μ
L
t

月
額
2
0
0
0円

(別
途
入
会

所費金
1
0
0
0円
)

申

氾
請
で
山
本
宮
(鈎
)
4
6
8
7

項 目 納期限(口座憲替日)

国民年金(払込期限) 5/31 (木)

水道料金 5/25(金)

軽自動車税 5/31 (木)

※納付を口座振替にすると、納め忘れ

もなく便利です。ぜひご利用くださいc

忘れずに納めましょう

お
し
ら
ぜ

受
話
器
を
と
っ
た
ら
一
人
じ
ゃ
な
い

青
少
年
悩
み
ご
と
相
談

少
年
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
・

中

・

同
校
生
本
人
や
保
渡
者
な
ど
か
ら
、

学
校
や
家
庭
で
の
生
活
、
交
友
関
係
、

不
登
校
、
い
じ
め
な
ど
に
つ
い
て
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
、
氾
話
で
も
面
接
で
も
行

っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
の
で
、
お
気
慌
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

相
談
日
時

一
切
巡
月
附
か
ら
金
叩
日

9
時
I
同
時
泊
分

(祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
)

所

教
育
委
員
会
少
年
セ
ン
タ
ー

(恋同
4
附
)

相
談
方
法

ι接
、
氾
活
で
。
而
抜

で
の
相
談
は
、
事
前
に
予
約
を

連
絡
先

・
間

少
年
セ
ン
タ
ー
宮

(
制

)
1
9
0
0

市
民
図

官官
頁鹿

点
検
に
よ
る
休
館

市
民
間
品
川口
館
は
、
崎
川
点
検
の
た

め
次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

期

間

*
湖
北
台

・
布
佐
分
館
、

そ

よ
か
ぜ
号
・:
6
月
4
H
(月
)1
日
日

(金
)

*
市
民
図
昨
館
本
館
:・
6
月

山
口
(刀
)1
m
H
(金
)

※
川
附
U
、
第
2
火
附

nは
通
常
休

a
H
μ
 
間

市
民
凶
舟
航
宮
(UM
)1
1
1
0

痴
ほ
う
の
方
の
家
族
の
集
い

介
護
方
法
や
日
ご
ろ
の
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
、
附
都
交
換
し
ま
せ
ん
か
。

日
・
所

5
月
刊
日
日
(
木
)日
時
却
分

1
日
時
泊
分
、
保
他
セ
ン
タ
ー

対

痴
ほ
う
の
方
を
介
議
し
て
い
る

Jt信
氏

当
+
H

質問

1
0
0円

(お
茶
謀
子
代
)

介
護
支
媛
訓
告
(部
)1
4
1
1

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て

い
る
方
は
、
危
険
物
取
扱
者
保
安
部

習
の
受
講
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
新
た
に
取
扱
作
業
に
従
事
し
た

方
は
、
従
事
し
た
日
か
ら
l
年
以
内

に
、
以
前
か
ら
従
邪
し
て
い
る
方
は、

3
年
に
1
回
、
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

日

7
月
5
日
(
木
)

所

ア
ミ
ユ
ゼ
柏

申

申
凶
作

(
市
消
防
署

・各
分
者

に
用
意
)
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、

4
7
0
0円
分
の

mm証
紙
を
貼
付
の

う
え
、
5
月
認
円
(
月
)
か
ら
6
刈

i

u(金
)
ま
で
に
、
白
接
、
消
防
本
部

予
防
課
宮
(引
)
7
7
0
2

我

孫

子

都

市

計

画

地
区
計
画
の
変
更
の
案
の
縦
覧

対
象
区
域

つ
く
し
肘
5
丁
目
の
一

部
の
医
成

日

5
月
同
日
(金
)
1
6
μ
1
日

(令

)
9時
1
げ
時

(よ
・
日
附
口
を

除
く
)

所
・
間

市
役
所
都
市
計
画
課

(束

別
館
1
階
)

・
内
線
5
7
8

憲

法

週

間

に

お

け

る

無
料
法
律
相
訟
所
の
開
設

日

5
川
お
円
(月
)
旧
時
1
日
時
却

分
、
日
時
1
同
時
羽
分

内

民
事
上
の
紛
争
、
家
庭
内
の
争

い
や
悩
み
ご
と
、
そ
の
他
科
目
刊
の
法

いい
H
H改
災

'''t・ぷ
何・

申

当

日
会
場
で
(
A

布
地
将
多
数
の

時
は
応
じ
き
れ
な
い
助
ん
いが
あ
り
ま

す
)
所
・
間

千
葉
地
方

・
家
庭
裁
判
所

松
戸
支
部
包
0
4
7

(3
6
8
)
5

I
4
1

(松
戸
駅
以
川
下
市
徒
広
約

7
分
)
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また、学生の方(夜間 ・通信教

育課程を除く)には、納付特例制

度があります。本人の所得が一定

額以下であれば、親元世帯の所得

金額にかかわらず承認されるよう

になりましたので、希望される方:

は早めに申請してください。

なお、 前年度に免除を受けられ

た方で、引き続き今年度も免除を

希望する場合も 、更新が必要です。:

障
害
児
巡
回
相
談

光化学スモックにご注意を国民年禽

保険料の納付が困難な方ti免除申請5
るだけ避けてください。また、 ス

モッグの原因となる窒緊酸化物の

排出を削減するため、 車の運転は

できるだけ控えてください。

光化学スモッグの影響で 、目が

チカチ力したり、のどが痛んだり 、

頭痛がした りすることがあります

が 、症状の軽い場合は、 洗眼 、う

がいなどの応急手当てをしてから

安静にしてください。

症状が霊い場合は、 速やかに医

師の診察を受けましょう。

問い合わぜ 手賀沼課 -内線463

千葉県では、毎年4月から10月
にかけて光化学スモッグの監視を

しています。

市では 「光化学スモッグ注意報」

が発令された場合、 防災行政無線

で市内一斉に放送するほか、近隣

センター 、支所などに発令板を掲

示 して 、皆さんにお知 らせします。

光化学スモッグは 、6月から 9

月の夏場を中心lこ、晴天で気温が

高<風の弱い日に発生しやすくな

ります。注意報が発令されたとき

は、 屋外での激しい運動は、 でき

※詳しくは国保年金課年金係 -内

線326・327へおたずねください。

国民年金を受給するためには、

一定の納付期間(免除期間を含む)

が必要です。

来納のままにしておくと、将来、

老齢基礎年金をはじめ、万一のと

きの障害基礎年金も受給できない

場合があります。

経済的な理由等で保険料の納付

が困難な場合には、保険料の免除

制度がありますので、国保年金課

へご相談ください。免除は、世帯

全員の前年所得金額等を基準に承

認されます。
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さ
わ
環
境
つ
く
り
震
決
定

3
人
の
方
々
と

1
団
体
を
表
彰

2001.5.16 

市
で
は
、
似
年
5
月
を
「
さ
わ
や

か
印
刷
叫
月
間
」
と
定
め
、
ク
リ
ー
ン

作
戦
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
美
化
に
つ
い
て
器
仕

活
動
を
行
っ
た
り
、
資
制
の
再
利
用

に
取
り
組
ん
で
い
る
個
人
や
団
体
に

対
し
て
「
さ
わ
や
か
な
環
境
づ
く
り

庄
の
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
次
の
方
々
と
団
体
に
決
定

し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

宮
(幻
)
0
o
l
5

。
佐
川
登
さ
ん

(湖
北
台
)

._ -ti' 怠
EE電宮司

まちなみ材ツチンタ
参加者募集

第1045号

下
ま
ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
」

は
、
多
く
の
人
た
ち
と
ま
ち
な
み

を
探
索
し
な
が
ら
、
我
孫
子
ら
し

い
氏
観
を
、
-
緒
に
考
え
創
り
だ

し
て
い
こ
う
と
い
、
つ
も
の
で
す
。

平
成
7
年
か
ら
、
湖
北
台
4
丁
目

か
ら
湖
北
台
4
号
公
園
、
湖
北
台
東

小
学
校
、
湖
北
台
中
央
公
園
周
辺
の

空
き
缶
拾
い
を
行
い
、
今
年
1
月
か

ら
湖
北
台
全
域
に
活
動
を
広
げ
て
い

ま
す
。

し

aAMC'
勺
.、

。
松
浦
幸
子
さ
ん

(高
野
山
)

山
年
間
に
わ
た
り
、
日
肝
山
小
学

校
の
通
学
路
や
、
高
野
山
青
年
館
付

近
か
ら
天
王
台
駅
前
広
場
ま
で
、
ポ

イ
捨
て
さ
れ
て
い
る
空
き
缶
、
空
き

ピ
ン
の
回
収
や
清
掃
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
湖
北
地
区
で
、
叫
す
な

が
ら
の
趣
の
あ
る
H

の
ど
か
な
風

対
H

を
裂
し
み
な
が
ら
、
以
飢
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

日
時
・

場
所

5
月
初
日
(上
)
午

前
9
時
湖
北
駅
北
口
集
合
、
正
午

同
駅
で
解
散
予
定

(小
雨
実
施
、

荒
天
の
場
合
は
幻
日
に
順
延
)

コ
ー
ス

湖
北
駅
↓
星
野
家
長
届

門
↓
中
野
追
加
旧
居
↓
一
里
塚
↓

中
峠
不
動
尊
↓
古
利
回
恨
公
園
4
芝

原
域
社
↓
丙
利
侠
泊
↓
法
岩
院
↓

湖
北
駅

(行
程
約
5
M)

定
員

先
お
珂
人

参
加
賢

い燃料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

氾
話

で
都
市
社
削
諜
以
観
推
進
担
当

・

内
線
5
7
7
へ

。
横
山
普
之
助
さ
ん

(新
木
野
)

約
旧
年
間
に
わ
た
り
、
新
木
野
周

辺
か
ら
市
民
体
行
館
、
つ
つ
じ
荘
ま

で
、
ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
の
回
収
と
仙
川

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資

制
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
も
相
極
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。

。
N
E
C
我
孫
子
事
業
場
我
孫
子
支

援
部6
月
と
川
月
を
部
祭
最
強
化
月

間
と
定
め
、
社
貝
の
通
勤
路
の
ポ
イ

捨
て
ゴ
ミ
の
回
収
や
自
社
周
辺
の
消

掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

戸械地まで
イチFーィ!J
ハケの道を歩こつ

我
孫
子
の
地
形
は
、
台
地
、
斜
面

林
、
水
田
、
手
賀
沼
や
利
根
川
の
水

辺
へ
と
続
き
、
ま
ち
の
風
景
を
形
作

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
斜
面
林
の
下
か

ら
水
田
へ
と
続
く
部
分
は
「
ハ
ケ
」

と
よ
ば
れ
、
我
孫
子
を

一
周
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ハ
ケ
の
道
沿
い
に
は
、
我
孫
子
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
動
植
物
、
初

き
水
や
史
跡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
日
昨
山
か
ら
根
戸
新
田

ま
で
の
手
口
沼
沿
い
の
ハ
ケ
の
追
を
、

我
孫
子
市
環
境
レ
イ
ン
ジ
ャ
ー
が
案

内
し
ま
す。

自
然
や
公
観
の
新
た
な
発
見
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
な
が
ら
、
風
燕
る
初
夏

の
我
孫
子
を
ご
い
っ
し
ょ
に
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
場
所

5
月
幻
自
(
日
)
午
前

9
時
市
役
所
正
面
玄
凶
前
集
合
、

日

時
叩
分
こ
ろ
恨
戸
城
社
解
散
予
定

(小
雨
実
施
)

参
加
賀

川燃料

申
し
込
み

抗
接
集
合
場
所
へ

問
い
合
わ
せ

手
白
沼
税

・
内
線
4

6 
2 
※
当
日
の
開
催
の
有
無
は
、
午
前
8

時
か
ら
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
宮
(
お
)

5
0
0
0
コ
l
ド
番
号
8
5
0
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

表
彰
者
が
決
ま
リ
ま
し
た

第
崎
回
花
壇

第
沼
田
花
壇

ン
ク

1
ル

4
1
 

--=ロ

コ号凡邑又

コ

..市長賞を受賞した相田さんの作品

節
目
開
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
・
抗
日

回
花
壇
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会

が
3
月
2
口
に
行
わ
れ
、
次
の
と
お

り
表
彰
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。
(敬

称
略
)
な
お
、
花
埴
設
計
コ
ン
ク
ー
ル
で

市
長
賞
に
姉
い
た
相
田
さ
ん
の
作
品

を
、
手
自
沼
公
閥
内
の
花
凶
に
つ
く

り
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

、
。
し

第
時
国
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

*
優
秀
賞
:
・
板
本
菊
次

(布
佐
ド
新

国
)
、
我
孫
子
第

一
小
学
校
、

ン
ク

l

ル

湖
北
小
学
校
、
湖
北
中
学
校

ヰ
優
良
質
・・・
つ
く
し
野
北
内
治
会
花

ク
ラ
ブ
、
布
佐
小
学
校
、
白
山
中
学

校*
緑
化
推
進
協
力
会
会
長
官
・
・・
布
佐

花
の
会
、
根
戸
小
学
校
、
技
孫
子
第

ニ
小
学
校

。
第
口
回
花
壇
設
計
コ
ン
ク
ー
ル

*
市
長
世
相
田
円
以
(棋
一戸
)

主
緑
化
推
進
協
力
会
会
長
官
・
・
・
加
藤

舞

(北
孫
子
)

問
い
合
わ
せ

公
幽
九
州
地
品

・
内
線

5
4
5
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Y
9・一ぞ
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q

，

女
学
生
英
一
泊
音
読
緋
紅
一
品

.一
ヲ
ら
ら胞
か
や
走
る
幼
児
を
追
ひ
て
母

庭
い
っ
ぱ
い
締
咲
か
せ
て
逝
か
れ
け
り

叱
か
ら
れ
し
記
憶
ば
か
り
や
柏
餅

b
由
、
紡
い
船
棉
ら
ぐ
山
辺
や
迎
し
鴨

め
を
と
旅
日
本
列
山
五
月
附
れ

涙
自
の
化
粧
く
ず
れ
や
花
粉
痕

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
州
に
風
車
利
恨
の
風

短貌

竹内

日
紙

荒
川

谷

口

正

英

渋
佐
竹
多
佳
子

平
塚
利
雌

海
老
似
千
代
チ

中

野

武

ト
ホ
，
℃

ノ
J
凋
川
l

d

d

，、vι

下
旧
文
子

芽
吹
き
た
る
若
葉
触
れ
あ
ふ
泣
原
に
よ
し
き
り
の
来
て

し

き

り

に

的

け

る

須

田

陣

い
つ
く
し
み
手
塩
に
か
け
し
孫
娘
制
服
似
合
ふ
高
校
生

な

る

新

銅

孝

女

み
な
ぞ
・
』

子
を
膝
に
母
も
眠
れ
り
水
底
を
政
ふ
ご
と
き
春
の
屯
車

石
河

和

子

'F
6

は
ん
て
ん

た
ん
す

糸
繰
り
て
祖
母
が
織
り
た
る
縞
柄
の
枠
天
今
も
節
刊
の

底

に

奥

現

克

江

と

た

忠
ひ
き
り
ひ
と
り
泣
き
た
く
外
に
作
て
ば
い
性
月
に
あ
り

き
付
逝
き
し
夜
は

川
上

進

也

い
つ
も
山
胞
の
飢
ム
リ
に
来
る
凶
白

一
羽
初
め
て
さ
へ
づ
る

そ

の

戸

を

聞

く

雌

旧

桃

子

お

と

な

亡
き
弟
の
自
慢
の
甘
夏
た
わ
わ
に
も
故
に
生
り
て
ゐ
む

郷

里

の

和

ひ

そ

け

く

馬

場

千

純

子

朝
に
タ
に
身
障
の
子
を
送
り
迎
へ
す
る
友
は
こ
の
子
は

宝

物

と

云

ふ

小

林

直

江

山本寛太選

四
月
下
旬
に
手
到
沼
を
訪
れ
る
と
、

五
本
松
公
園
に
近
い
れ
辺
に
、
花
胞

を
つ
け
た
ス
イ
バ
が
昨
生
し
て
い
ま

し
た
。

子
ど
も
の
こ
ろ
、
ス
カ
ン
ポ
と
呼

ん
で
、
茎
を
か
じ
っ
た
思
い
山
の
あ

る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
酌
い
き
は
諜
や
茎
に
的
手

合
む
の
で
、
噛
む
と
酸
っ
ぱ
い
味
が

し
ま
す
。

スイバ
(たで科)

不用品

事B
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f育

u掘
り
ま
す
日

無

料

で

*
A
m
ベ
ビ
ー
カ

ー
と
ペ
ピ
i
ラ
ッ
ク
(
ロ
l

チ
ェ
ア
l
)
〈
内
厄
包
{
制
)

2
1
4
8
〉

申
し
込
み

述
絡
先
に
抗
楼

抵
抗
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

コ
ー
ナ
ー

へ
の
掲
載
申
し
込

み
は
、
氾
訴
で
削
工
制
光
灘

消
位
指
時
係
へ
辿
給
し
て
く

だ
さ
い
。

コ
ー
ナ
ー
利
用
上
の
注
意

山
以
り
汲
う
川
川
勿
よ
、
ぷ
円、

'
E
S
It
-
-置
岬
』

a

i

l
-
-
H
H
d
-

，，
‘
.

4白，巴
d

台
所
川
品
、
沼
気
制
作
川
、
ゃ

山川
山ιw
I
(な
ど
、
ヒ
・いに
H
川
純

叶
写
の
耐
久
的
山
川
財
で
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
制
光
点

・

内
紛
3
2
9

48，032世帯/‘ 世帯数外国人 767人

「ス
カ
ン
ポ
の
茎
の
味
こ
そ

忘
ら
れ
ぬ
い
と
け
な
き
円
の

も
の
の
か
な
し
み
」

庁

ル
カ

花
則
は
阿
川
か
ら
八
川
こ
ろ
ま
で

で
、
花
に
は
雄
花
と
雌
花
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
別
株
に
な
っ
て
い
ま
す
。

雄
花
は
ド
向
き
で
、
六
本
の
雌
し

べ
が
あ
り
、
手
を
触
れ
る
と
花
粉
が

雌
の
よ
う
に
飛
び
散
り
ま
す
。

ま
た
、
雌
花
を
ル
l
ペ
で
の
ぞ
く

と
、
先
端
が
三
つ
に
分
か
れ
て
赤
く

染
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
制
く
裂
け
て

い
る
の
で
、
赤
い
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク

が
触
手
を
伸
ば
し
た
よ
う
な
形
に
は

が
〈

え
ま
す
。
花
後
は
六
枚
の
ザ
の
う
ち
、

内
側
の
三
枚
が
大
き
く
伸
び
、
主
枚

の
興
を
持
っ
た
決
%
が
で
き
る
の
で
、

風
の
刈
で
純
子
散
布
が
で
き
ま
す
。

(文
-
vur
点
佐
久
間
俊
行
)

129，309人人口φ 人口と世帯紘 (5月1日現在)


